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岡山県は、啓発リーフレットに、
がんでない数字も組み込んで、
子宮頸がんの罹患率を
水増ししている

若い世代の死亡者が
多いような表現

岡山県の啓発リーフレット
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※前がん病変
がんになる前、
まだ、がん（悪性腫瘍）に
なっていない状態

何が急増？

①子宮頸がんについて
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25～29歳：75人程度

30～34歳：150人弱

35～39歳：150人強

25～29歳：5人程度

30～34歳：15人程度

35～39歳：25人程度

がん：5人、前がん病変：70人

がん：15人、前がん病変：135人

がん：25人、前がん病変：125人

岡山県の啓発リーフレット MSD社ホームページ
https://www.msdconnect.jp/products/gardasil-silgard9/column/epidemiology/

上皮内がん(前がん病変/CIN3)含まず

15倍に水増し

10倍に水増し

6倍に水増し

人口10万人あたり 人口10万人あたり

※全罹患数：35,263例 罹患率：人口10万人あたり54.7例
（日本対がん協会のデータ）

※全罹患数：10,690例 罹患率：人口10万人あたり16.4例
（国立研究開発法人国立がん研究センターのデータ）

①子宮頸がんについて
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実際は、若い世代で、
子宮頸がんで亡くなるケースは稀。

子宮頸がんで死亡に至る場合の経緯としては、
若いころに前がん病変（CIN）になり、
数十年後に子宮頸がんに発展し、死亡するパターンが通常。

①子宮頸がんについて

国立研究開発法人国立がん研究センター ホームページから抜粋

若く時期に子宮頸がんに発展することはほぼ無い。
ましてや、若くして子宮頸がんで死亡するのはほぼゼロ。
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厚労省のリーフレット

「予防する効果がある」とは断言しない。

子宮頸がんを防ぐではなく、
「原因」を防ぐという表現

②HPVワクチンの有効性
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「予防する効果がある」と断言できない理由

疫学研究で、有効性が示せていない。

予防できたというデータがない。

②HPVワクチンの有効性



令和8年度赤磐市議会 6月定例会一般質問参考資料
③HPVワクチンの弊害
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厚労省

厚労省



令和8年度赤磐市議会 6月定例会一般質問参考資料
③HPVワクチンの弊害
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厚労省の
リーフレット
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③HPVワクチンの弊害

HPVワクチン（シルガード９）の取り扱い説明書

重篤な副反応が起きる場合があることが明確に記載されている
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③HPVワクチンの弊害

2025年1月の審議会で初めて報告された協力医療機関受診患者の一部のデータ
厚生労働省
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③HPVワクチンの弊害
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③HPVワクチンの弊害
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赤磐市の
ホームページ

この表現では、
「有効性があり
安全である」と
印象づいてしまう。

また受けることが
前提であるような表現。
偏った内容。

有効か否か、
安全か否かを検証し、
接種をするかどうかを
判断してください。

代替案

など
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④子宮頸がん予防の方法

全患者（23,460人）のうち、
CIN3（前がん病変）：15,399人

＋
早期がん（Ⅰ期）：3,438人＝

18,837人（80.3%）

早期がん
（Ⅰ期）で
見つけた！
3438人

8割が早期発見できている
定期的に検診を行えば、さらに向上可能

子宮頸がん検診

※日本の子宮頸がん検診受診率：43.6% 13
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④子宮頸がん予防の方法

ステージ1～2の一部

※がんと診断された人が
5年後に生存している割合が、
がん以外の原因で死亡する確率を除いた場合に
どれくらいになるかを示す指標

初期のがん（ステージ1A1期）は「99.1%」

前がん病変の時期に治療すれば、ほぼ100%
日本産科婦人科学会のデータ
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子宮頸がん検診の効果
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④子宮頸がん予防の方法
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子宮頸がん検診

◆HPVワクチン
（シルガード９)の
取り扱い説明書

検診を推奨している
◆厚労省の
リーフレット

厚労省も
製薬会社も

HPVワクチンを
受けていても、
検診が必要なら、
ワクチンは
いらないのでは？


